
【主な経歴】
昭和 49 年　高松第一高等学校卒業
昭和 53 年　秋田大学卒業
昭和 54 年　経済産業省入省
平成 27 年　（一社）全日本冠婚葬祭互助
　　　　　 協会入会
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 さん
（昭和 31 年三島中央生まれ、横浜市在住）

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る
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　大学進学と同時に四国を離れて早 40 年。これまで数え
る程しか帰省をしてこなかった親不孝な私が、昨年は 4
度も帰省をしたのは、皮肉にも母の見舞いと葬儀が理由
でした。昨年 9 月に母が亡くなり、四国中央市に対する
思いを今まで以上に感じることとなりました。葬儀では、
姉や姪

め い

、父方、母方の親戚と数十年ぶりの再会もあり、
懐かしい昔話を昨日のことのように語り合いました。
　また、母と親交があった皆さまや、ご近所の方々にご
参列いただくとともに、親身に葬儀のお手伝いをいただ
きました。葬儀社のご担当の方が偶然にも姉の知り合い
のご家族だったりと、いろいろな形で地域のつながり、
縁を強く感じました。
　身の回りのことは全て母任せで、炊飯器のスイッチを
押すことすらしない高齢の父を一人残し、離れて暮らす
ことは大変心配でしたが、地元の方々に仲良くお付き合
いいただき、助けていただきながら生活していることが
分かり、ひと安心しています。少子高齢化、人口減少が
進み続ける昨今、高齢者の一人暮らしは我が家に限った
話ではないでしょう。私が現在住んでいる東京圏では、
住宅やマンションが密集しているにも関わらず、ご近所
の付き合いが薄れ、つながりが減ってきています。
　しかし、今回の葬儀を通じて、四国中央市では地域の
つながりがまだまだ強く残っていると感じました。同時
に東京圏のような希薄なつながりにはなって欲しくない
と感じました。偉そうなことを申しましたが、私自身も
遠方と仕事を理由に、両親の世話を市内に住む姉に頼り
きりで、長男らしいことを何もしてきませんでした。
　これからは母が愛した四国中央市がもっと住みやすく、
元気になるように、帰省した際に見聞きして感じたこと
や気づいたことを市に報告し、名所・名物などまだまだ
知識不足ではありますが、皆さまに教えていただきなが
ら、四国中央市の魅力を東京圏で広くアピールしていこ
うと思います。
　微力ではありますが、四国中央市に少しでも恩返しが
できますように、ふるさとアドバイザーとしてお手伝い
させていただけましたら幸いです。

（一社）全日本冠婚葬祭互助協会事務局長

「伊予からの風　純信連」2019 踊り子募集
■申込日＆説明会

　 4/20（土）19：30 ～　
　 伊予三島運動公園体育館　メインアリーナ
　 150 名（小学 5年生以上）
　 会費、認め印、申込用紙、証明写真（3cm × 4cm）
　 ※詳しくは、純信連ホームページをご覧ください
■練習

　 5/25 ～毎週土・日曜日　
   19：00 ～ 21：30
　 伊予三島運動公園体育館　　
　 川之江体育館
　 090-2891-5805（藤田）
　 jsrjpjp@yahoo.co.jp

　2 月 25 日（月）、赤石五葉松盆栽組合（日野勉組合長）
と株式会社タビックスジャパン愛媛支店（米田憲明支
店長）が、昨年 9 月に土居
高校が観光甲子園で日本一
になり「観光庁長官賞」を
受賞したインバウンド（訪
日外国人）向け盆栽ツアー
を商品化したことを記者発
表しました。

土居高校観光甲子園日本一プラン
商品化記者発表会

ろひ ば

　3 月 10 日（日）、土居文化会館（ユーホール）で開
催されました。昭和 43 年に県下で 7 番目となる伊予
三島合唱団が誕生してから、今年で 50 周年を迎えま
した。小学 3 年生から中学 3 年生で構成された合唱団
は、日頃の練習の成果を存分に発揮しました。また今
回は、三島高校吹奏楽
部が賛助出演し演奏が
行われたほか、エンディ
ングでは、OG の方も一
緒に合唱し、50 周年を
飾る素敵な記念演奏会
になりました。

四国中央少年少女合唱団
創立 50 周年記念演奏会

SHIMIN HIROBA


